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7, 成果と課題
成果として次の 3点が上げられる。 1つ目は，操作
活動を璽視した授業を行うことで，子どもたちの思考
は活性化することが確認できたことである。自力解決
する場では，具体物を操作することで自分の考えを整
理したり，明確にしていたりする姿を見ることができ
た。また，話し合う場では，操作活動や図で表ず活動
が聞き手の理解を促したり ，一目で発表者の考えが読
めたりする楊面も見ることができた。その結果，今ま
でなかった新しい視点を獲得する姿を確認することが
できた。2つ目は，課題の工夫である。新しい発見が
隠れている課題を設定したり ，課題の提示の仕方を工
夫したりすることで，子どもたちは興味をもって自ら
動きだし，発見していこうとする姿を確認することが
できた。3つ目は，教師のみとりと支援である。子ど
もを的確に見とり，その場に適した支援をすれば，学
びが深まっていくということを実感できた。
しかし，次の 2点が今後の課題として浮かび上がっ
てきた。 1つ目は，教材の開発である。先行事例をあ
たったり ，教材となるものはないか常に心がけておく
必要がある。2つ目は，新しい問題を発見しようとす
る姿勢や話し合いを深めていく手立てを考えていく必
要がある。
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